
（別紙2）

改定案 現行規則
第1条 第1条

※ 現行通り
当支部は、一般社団法人日本木材学会北海道支部（以下、支部という）と称し、事務局とし
て庶務を国立大学法人北海道大学大学院農学研究院内に、会計を地方独立行政法人北海
道立総合研究機構森林研究本部林産試験場に置く。

第2条 第2条

※ 現行通り
支部は、木材をはじめとする林産物に関する学術および科学技術の振興を図ると共に、北
海道地区における木材工業の発展に貢献することを目的とし、下記の事業を行う。
1. 講演会、研究会、見学会、講習会等の開催
2. 木材学および木材工業に関する調査、研究
3. その他の必要な事項

第3条 第3条

※ 現行通り
支部は、北海道地区に在住する一般社団法人日本木材学会会員、および第2条の目的に賛
同する個人または団体をもって組織する。

第4条 第4条
※ 現行通り 支部の経費は、支部会費、本部からの補助金、寄付金およびその他の収入で支弁する。

第5条 第5条
※ 現行通り 事業年度は、毎年4月1日より始まり、翌年3月31日に終わる。

第6条 第6条
支部は、必要に応じて理事会を開く。理事会は、予算、決算、役員の改選、その他の事項
を議決する。

支部は、年1回の定時総会を開く。ただし、必要な場合には臨時総会を開くことができる。

第7条 第7条
支部は、年1回の定時総会を開き、会務報告を行う。 総会は、次の事項を議決する。

1. 会務報告
2. その他の重要な事項

第8条 第8条
支部に次の役員を置く。 支部に次の役員を置く。
支部代表1名、副支部代表1名、理事若干名 支部代表1名、副支部代表1名、理事若干名、監事2名。

第9条
支部に監事2名を置く。
監事は、支部の業務、会計の状況を監査するとともに、必要に応じて理事会に出席する。

附則 附則
１．本規則は、平成25年 5月24日より実施する。 １．本規則は、平成22年　11月　9日より実施する。
　※ 朱書き部分が改定箇所
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改定案 現行細則
第1条 第1条

※ 現行通り 当支部は正会員および特別会員をもって組織する。
正会員は規則第3条に規定する組織の個人をもってこれに当てる。
特別会員は規則第2条の目的に賛同し、特別会費を負担する個人または団体をもってこれ
に当てる。

第2条 第2条
※ 現行通り 支部会費は1ヵ年正会員1,000円、特別会員1口（10,000円）以上とする。

第3条 第3条
理事会は、役員で構成する。 総会は正会員および特別会員の5分の1以上の出席がなければ決議することができない。

理事会は、過半数の出席で成立し、議事は出席者の過半数をもってこれを決する。可否同
数のときは議長がこれを裁定する。

第4条
総会の議事は出席者の過半数の同意をえてこれを決する。可否同数のときは議長がこれを
裁定する。

第5条
総会に出席できない正会員および特別会員は予め通知された事項につき書面などをもって
表決をなし、また代理人に委任することができる。この場合は出席したものとみなす。

第4条 第6条
役員および監事は前理事会で定める。任期は2ヵ年とし、再任を可とする。 役員は総会で定める。任期は2ヵ年とする。

第5条 第7条
※ 現行通り 支部代表は一般社団法人日本木材学会（以下、学会という）の会員である支部会員から選

第6条 第8条
支部代表は、会務運営に関して意見を求めるため、理事会の議を経て、顧問若干名を置く
ことができる。その委嘱期間は役員の任期と同じとする。

支部代表は、会務運営に関して意見を求めるため、理事会の議を経て、顧問若干名を置くこ
とができる。その委嘱期間は役員の任期と同じとする。

細則第2条によらず、顧問からは会費を徴収しない。
第7条 第9条

支部代表が選挙選出理事として選出された場合、支部理事会は役職指定理事を交替する
ことができる。

支部代表は支部を代表するものとして学会理事を兼ねる。ただし、支部代表が学会理事に
選出された時は、支部代表は、支部を代表する学会理事に学会正会員である支部理事を指
名することができる。

第8条 第10条
※ 現行通り 支部代表に事故があるときは支部理事のうち1名が支部代表の任務を遂行する。

付則 付則
１．本細則は、平25年5月24日より実施する。 １．本細則は、平成22年　11月　9日より実施する。
　※ 朱書き部分が改定箇所
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